
 

 

かなの家は知的障がい者入所施設の『仕事を中心とした生活の場』として、静岡市足久保に

誕生しました。私はその入所施設の職員として、片隅でお手伝いをしてまいりました。 

かなの家は当初、廃品回収や家づくりなど、全員で朝から晩まで良く働いていました。しかし

数年後、働く事を中心とした生活では仕事のできない人たちが重んじられない事に悩み始めま

した。こんな時に、ラルシュと出会い、ジャン・バニエの話の中で「人のつながり、家庭の大切さ」

に気付かされ、さらに深めるようラルシュコミュニティ創りに招かれ、現在のラルシュかなの家の

姿となってきました。 

私自身もかなの家で行われるリトリート等の取り組みを通してジャン・バニエの言葉を聞き、改

めて信仰の大切さを振り返りました。私たちは弱さ・辛さ・貧しさをたくさん抱えた仲間たちから、

彼らの持つ素晴らしさ・優しさ・賜物に気付き生きて行くように呼ばれているということを知り、

感動を覚えました。それで、アシスタントとして、かなの家のコミュニティ作りにも参加しました。 

 

この度、再び『ラルシュ かなの家』のお手伝いをすることができる事を心か

ら喜び、仲間、アシスタント、お応援して下さる多くの皆様のお力添えの中で、ラ

ルシュコミュニティとして少しでも成長できるようお手伝いしていきたいと思

います。 
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バスを乗り継いで通ってくる宏美さんは、今日もはりきって作業に向かいます。      

インタビューしてみました。 

Ｑ.   いつもどんな仕事をしていますか？ 

宏美：  せっけんのシール貼りとか、見本を作るのとか、仲間や横井さんと３人で 

せっけんの配達に行きます。めぶきで健二さんとお留守番してま～す。 

Ｑ.   飼っているネコは元気ですか？。 

宏美：  名前はトラ子。 私のおねーちゃんヨ。 とっても元気。  

いつも足のところに来るんだ。夜はいっしょに寝ています。 

Ｑ.   楽しみにしていることはありますか？ 

宏美：  新東名で、おにーちゃんの運転で、おかーさんとデートします。 

ゲームセンターのあるジャスコが好きです。 

時に仲間やアシスタントと体当たりでぶつかりながらも、弱い人を気づかう面を持つ宏美さん。 

素直な心で生きる大切さを、私たちに呼びかけているような気がします。 

年末のもちつき大会で、ぺったん☆ぺったん 



私たちにとって、一時的に親切にふるまうことは、そうむずかしくはないでしょう。しか

し、打ちのめされた人の友となり、怒ったり落ち込んだりする人の弱さを担い、その人が

再び生きる喜びを見いだし、生まれ変われるように手助けすることは実に困難です。                                         

（ジャン・バニエ『小さき者からの光』５６頁） 

人に愛想笑いをしていたら「知り合い」は増えていくが、決して「友達」はできない。それが、１年間のコミュニティー生活で得た結論です。 

家庭アシスタント 政島 香織 

１２月２５日(火)に、まどい作業所で毎年恒例のクリスマ

ス会が開かれました。劇やゲーム、食事、そしてお祈りの

中で、クリスマスの喜びを分かち合いました。 

今回の特色として、プレゼントを持ち寄り全員で交換した

り、プレゼントを贈りたい相手/物をオーナメントに書い

てツリーに飾ったり、テーマである「プレゼント」にちな

んだ催しを多く行いました。 
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はじめまして。わたしは、インドからきましたシャ・パンカージです。 

きょねんの10がつにかなのいえにきました。じんせいではじめて、ハンディをも

ったひとといっしょにすごすしごとをしています。かなのいえのせいかつは、じ

んせいでだいじなことをまなぶきかいだとおもいます。よろしくおねがいいたし

ます。 

 

第８回 かなの家カップ   

ふたたび、コミュニティリーダーとして 

2008年末からの 4年間、かなの家から委ねられたコミュニティリーダーの任期の間、たくさんのことがありまし

た。変わったこともあるし変わっていないこともあります。いろんな評価があることでしょう。そして、ふたたび

2015年までのリーダーとしての役割を託されました。この役割がとても大切なものであり、メンバー一人ひとりの

自由と成長の為にあるということをあらためて心に刻んで、こころを整えて、ふたたび歩み始めることができるよ

う願っています。 

この歩みを進めるにあたって二つのテキストが導きとなっています。｢福音書｣と｢コミュニティ｣(ジャンバニエ著)

です。 

コミュニティの第 6章「権威の賜物」にある文章に勇気付けられます。 

「この使命を神からも受け取っている。神の呼びかけや、その助けがなければ、他の人たちの前で、責任を引き受けるこ

とはできない。」 

「権威を担うとは、一つの大きな責任である。権威を受け取ったものは神から光、力、その務めを果たすのに必要な賜物

を受け取ると保証されている・・」 

そして福音書のマタイ 18 章で語られる 5 つのテーマをコミュニティとしての取り組みの導きとしたいと思います。 

1． 自分を低くして、この子どものようになる人が天の国でいちばん偉いのだ 

2． つまずきをもたらすものは不幸だ。もし片方の手が足があなたをつまずかせるなら、それを切って捨ててしま

いなさい。両手両足が揃ったまま永遠の火に投げ込まれるよりは、片手片足になっても命にあずかる方がいい 

3． 百匹の羊を持っていて、その一匹が迷いでたとすれば、九十九匹を山に残しておいて、迷いでた一匹を探しに

行かないだろうか 

   迷いでた一匹を見つけたら、迷わずにいた九十九匹より、その一匹のことを喜ぶだろう 

4． 兄弟があなたに対して罪を犯したなら、行って二人だけのところで忠告しなさい 

     言うことを聞き入れなければ、ほかに一人か二人、一緒に連れて行きなさい 

     それでも聞き入れなければ教会に申し出なさい 

5． あなた方の一人ひとりが、心から兄弟を赦さないなら、私の天の父もあなたがたに同じようになさるであろう 

みなさんの祈りを含めた支えをお願いいたします。 

                                 コミュニティリーダー  西田 正志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カレーの国からやって来たナイスガイ ☆ 

１月２５日にサイン式をし、アシスタントになりました！ 

                                      (写真左、家庭アシスタントの中山さんと) 

家庭アシスタント  Shah Pankaj (シャ・パンカージ) 

 

優勝は石原裕次郎チームでーす。 

駆け抜ける青春！  ？？？ 



 

釜 石 訪 問 

ＪＯＣＳ派遣 カウンセラー 白石仁美 

現在釜石に仮設住宅は６６ヶ所、５８００人の方が住んでおられ、３６％が６５歳以上で、独居の方が多い。 

これまでで孤独死が１３名です。 

仮設住宅の「お茶っ子サロン」で、貧しさゆえの栄養障害が元

で失明なさった、全盲の７８歳の男性のお話しを伺いました。彼

は実に明るく、生き抜いてこられたたくましさを始終周りに振り

まきながら、大きな声で話し続けられます。シスターが、杖を突

かれたその方のもう片方の腕をとって、仮設から「お茶っ子サロ

ン」まで送り迎えをされます。 

「震災当日」、いつものように競馬場に居たのを（２５歳から競馬をなさっているベテラン・・）、奥様が迎え

に来られ助かられたのです。奥様は７１歳で介護ヘルパーのお仕事をなさっており、「見えない」ご主人の

ために、食事とワンカップ（お酒）をテーブルに用意して出かけられるという。おふたりは仲睦まじく、精一

杯生きておられます。 

与えられた境遇の中で、神様から頂いたいのちを深く生きるとはこういうことじゃないかと、被災され

た方々の中にイエスさまを見させて頂いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114   静岡市葵区安倍口新田６５－５ 

TEL       ０５４－２０６－０８３０ 

FAX       ０５４－２９４－８０７０   

郵 便 振 込    00870-9-17938 ラルシュ かなの家 

E －MAIL    larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ    http://www.larchejapan.org 

ブログ     http://www.blog.larchejapan.org 制作・印刷  社会福祉法人ラルシュ・かなの家 
プリントハウスまどい 

 

かなお 

 

白石さんは、親業訓練シニアインストラクターや、千葉県スクールアドバイザー 

など、たくさんの活動をなさっているプロのカウンセラーです。  

また、ＪＯＣＳ（公益社団法人日本キリスト教海外医療協力会）の一員として 

震災直後から釜石に派遣され、継続的に被災にあった方々の心のケアに取り組ま

れています。（ＪＯＣＳホームページに釜石訪問レポートが掲載されています。） 

 

そして何よりも、かなの家のカウンセラーとして、また友人として毎月訪れてくださり、 

仲間やアシスタントの話を聞いてくださっています。 

とてもお忙しいのに、そのか細い体と素敵な笑顔に秘められたパワーが凄い（！！）んです。 

 

ⓒかなの家 

http://www.larchejapan.org/
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